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巨大クルーズ客船「オベーション・オブ・ザ・シーズ」（16 万 8,666 トン） 
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１．ポートセールス（物流）の取り組みについて 

（企画建設部企画室） 

 

那覇港では、県内重要港湾６港のうち内貿の約６割、外貿の約９割と、沖縄県の生活・

産業関連貨物の大部分を取り扱っています。しかしながら、沖縄県から出す貨物が  

少なく、輸出の約５割、移出の約９割が空コンテナという片荷輸送等が原因となり、  

輸送コストの高さが課題となっています。 

そこで那覇港管理組合では、課題解決に向けてソフト・ハードの両面から取り組みを

行っており、その内容について県内外で情報発信しています。 

今回、物流に関するポートセールスの取り組みとして、沖縄県企業誘致セミナーin 

大阪・東京についてご紹介します。 

沖縄県企業誘致セミナーは、県知事のトップセールスにより沖縄県の投資環境を紹介

するとともに、関係機関による具体的な支援メニューや活用事例の紹介等を通して、 

沖縄への関心を高め、企業立地を検討して頂くきっかけになることを目的に、毎年、  

沖縄県主催で開催されています。 

今年度は７月に２日間開催し、期間中延べ 500 名を超える参加があり、沖縄への注目

度の高さが窺えました。 

那覇港管理組合では、関係機関がプレゼンテーションを行う「個別投資環境セミナー」

において、那覇港輸出貨物増大促進事業や那覇港総合物流センター整備事業等の取り 

組みを紹介しました。また、参加企業から直接相談を受ける「個別相談ブース」では、

特に那覇港総合物流センターへの質問が多く、関心の高さを肌で感じました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

会場の様子 

（大阪） 

 

 

個 別 投 資 環 境 セ ミ ナ ー  

（東京・那覇港管理組合） 

 

 

個 別 相 談 ブ ー ス        

（東京・那覇港管理組合） 

沖縄県企業誘致セミナーin 大阪・東京 概要   

日 時：【大阪】平成 28年 7 月 21 日（木）、【東京】平成 28 年 7 月 22 日（金） 

参加者：509 名（【大阪】159 名、【東京】350 名） 

（全体プログラム） 

・挨拶：沖縄県知事、【大阪】沖縄及び北方対策担当大臣、【東京】内閣府副大臣 

・基調講演：学習院大学教授 伊藤元重氏「アジアという視点で見た沖縄」 

・プレゼンテーション：沖縄県、内閣府 

・交流会 

（個別投資環境セミナー）：関係機関によるプレゼンテーション 

【製造業・物流業】沖縄県、(株)ANA Cargo、那覇港管理組合、            

(公財)沖縄県産業振興公社、(株)ナノシステムソリューションズ 
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２．「那覇港の統計（平成 27 年）」について 

                                 （総務部総務課） 

 

「那覇港の統計」とは、統計法に基づく港湾調査規則により、那覇港に出入りした   

船舶、貨物及び施設利用状況を調査した統計書のことです。毎年、那覇港管理組合の   

ホームページ上で公開しており、平成 27 年分につきましても速報値を９月から掲載  

しております。 

平成 27 年の統計では、過去最高の数値となった項目がありますので、ご紹介させて

いただきたいと思います。 

 

◎船舶乗降人員数が初めて 100 万人の大台を突破 

那覇港に上陸、または那覇港から乗船した人数の合計（船舶乗降人員数）が、平成 27

年は 1,048,258 人（対前年比 27.0％増）と初めて 100 万人を超えました。特に外国     

航路が、対前年比 81.1％増と大幅な伸びを示しております。 

 

 

 

◎那覇港港湾計画の目標値を一部達成 

那覇港では、平成 15 年３月に、

国際物流産業の展開、国際リゾー

ト産業の振興等を目指した国際 

流通港湾として発展することを 

目標とし、目標年次を平成 20 年代

後半とした港湾計画の改訂を行い

ました。 

今回の統計で、内貿取扱貨物量

と旅客数につきましては、同計画

の目標値を超えることが確認でき

ました。 

 

◎その他の過去最高値となった項目 

船舶乗降人員数以外にも、入港船舶の総トン数（28,874,715 トン）、海上出入貨物 

取扱量（10,957,898 トン）、コンテナ貨物取扱量（523,004TEU）が昭和 47 年以降最高

の数値となっております。 
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船舶乗降人員年次推移図
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計

港湾設立時以降の取扱貨物量及び旅客数の推移

（単位：トン、人）
外貿 内貿

年次 取扱量 取扱量

平成14年 1,212,692 8,518,045 699,153

平成26年 1,188,115 9,129,265 825,117

平成27年 1,164,736 9,793,162 1,048,258
平成20年代後半

（目標値） 10,200,000 9,300,000 900,000

旅客数

～ ～ ～ ～
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３．泊ふ頭屋根付き歩道の整備について 

（企画建設部建設課） 

 

那覇港泊ふ頭地区は、周辺離島を結ぶ定期フェリー、高速船及び観光遊覧船の拠点港

として利用されています。同地区では、貨物と旅客の混在による車両と歩行者の接触の

危険性が高いことや特に北岸発着の船舶は発券所がある「とまりん」から遠く、船舶  

利用者が徒歩での移動中に日差しや雨を避けられない状況でした。 

こうした状況を改善するため、那覇港管理組合では、安全性と快適性・利便性の向上

を目的とした屋根付き歩道の整備を平成 26 年度から進めています。 

 

※整備前の状況 

   

                                                 

炎天下で車両や船具が

混在するエプロンを船

やタクシー乗降場に向

かって歩く船舶利用者 

 

 

 

屋根付き歩道の整備にあたっては、泊ふ頭地区が「那覇みなとまちづくりマスター  

プラン」のウォーターフロントエリアの中核をなしていることや「泊大橋から四方八方

を見渡す」景観が那覇市の都市景観資源として指定されていることから、ウォーター    

フロントエリアの眺めやイメージを阻害しないデザインや色彩を用いることで景観へ

の配慮を行っています。 

具体的には、屋根材には、ふ頭内道路のゆるやか                                

な線形に沿ったフレキシブルな配置を可能とする  

膜材を使用し、全体の色彩を「那覇市タウンカラー 

スタンダード」における「コーラルホワイト」をイメ

ージした白色系で塩害対策を兼ねた塗装仕上げと 

しています。                                     ※那覇市道泊６号線から見た整備 

イメージ                    

 

         

※泊大橋から見た整備イメージ 
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 整備の進捗状況として、工事予定区間 420ｍのうち、とまりんから泊港橋（とまり  

みなとばし）までの区間と泊港橋から泊ふ頭北岸待合所付近までの区間の合計 366ｍ

（予定延長の 87％）の整備が完了しています。 

 

※屋根付き歩道整備の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※整備完了箇所の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

   とまりん付近      とまりん広場付近     那覇市道泊６号線付近 

 

 

 

 

 

 

 

  ふ頭内道路の横断部     タクシー乗降場       北岸待合所付近 
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４．那覇港とぴっくす 

 

① 那覇港地方港湾審議会の開催（平成 28 年 10 月 14 日） 

平成 28 年 10 月 14 日（金）那覇市内のサザン       

プラザ海邦にて、平成 28 年度第 1 回那覇港地方

港湾審議会（会長：津嘉山正光 琉球大学名誉  

教授）が開催されました。 

審議会では、クルーズ需要の増大や輸送船舶の 

大型化に対応するため、新港ふ頭地区において、

公共ふ頭計画及び旅客船ふ頭計画等の港湾計画

の一部変更について審議し、承認されました。  

② 那覇港管理組合議会海外視察の実施（平成 28 年 10 月 31 日～同 11 月４日） 

平成 28 年 10 月 31 日（月）から 11 月４日

（金）に かけて、那覇港管理組合議会は海外  

視察を実施し、マレーシア及びベトナムの港湾

及び物流企業等を訪問しました。 

各視察先では、港湾整備や各国の物流事情等に

ついて、意見交換を実施したほか、コンテナ  

ターミナル等の荷役作業を視察しました。 

 

～那覇港管理組合議会のうごき～ 

 

７月臨時議会の開催(H28 7/22) 

沖縄県議会議員の改選に伴い、平成 28 年７月５日付けで県議会から新たに５名の議員

が就任されました。 

崎山嗣幸 議員（議長）、當間盛夫 議員、渡久地修 議員、 

山川典二 議員、翁長政俊 議員 

８月定例議会の開催(H28 8/9～8/12) 

以下の議案が可決されました。 

○議案第１号：接触物損事故に関する和解等について 

○議案第２号：工事請負契約についての議決内容の一部変更について 

○議案第３号：工事請負契約についての議決内容の一部変更について 

○議員提出議案１号：管理者において専決処分することができる事項の指定について 

11 月定例議会の開催(H28 11/15～11/17) 

以下の議案が可決されました。 

○議案第１号：工事請負契約について 

○議案第２号：平成 28 年度那覇港管理組合一般会計補正予算（第 1号） 

○議案第３号：平成 27 年度那覇港管理組合一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議案第４号：平成 27 年度那覇港管理組合特別会計歳入歳出決算の認定について 

○議員提出議案第１号：那覇港総合物流センターの管理・運営に関する決議 
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５．那覇港写真館 

 

 

 

 

     

                                                                     

                               

    

 

 

 

 

 

 

 

 

巨大クルーズ客船「オベーション・オブ・ザ・シーズ」                                   

那覇港初寄港（平成 28 年 10 月 31 日）船内写真 

（諸元  総トン数：16 万 8,666 トン、全長 348m、全幅：41m、乗客定員：4,180 人、乗組員数：1,500 人） 

初寄港歓迎セレモニー 

船長・那覇観光キャンペーンレディと。 

那覇港に寄港したオベーション・オブ・ザ・シーズ 

なんと 16 階建て(！)だそうです。 

屋外プール 

ウォータースライダーもあります。 

ロイヤル・エスプラネード 

飲食店やショップが並んでいる            

アーケード街です。 

那覇港だよりに関するお問い合わせやご意見、情報の送り先 

 

那覇港管理組合総務部総務課 

〒900-0035 那覇市通堂町２番１号（那覇ふ頭船客待合所３階） 

TEL:098-868-2578  FAX:098-868-2629 

e-mail: kumiai@nahaport.jp 

 

屋上には親子パンダが！ 


